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論文内容要旨

1砺究の背景・目

を理解するうえ

歯などの補綴歯科

三次元荷重測定

 支台歯に加わる力の生体内測

1方法1三次元荷

性荷重センサ(

態を持つ外冠に

けるため,曙腔内

第二大臼歯なら

内測定を行った

 なレストを設置した実験義

1結果1実験に用

力に対するヒス

対するヒステリシス,温度の影響も非常に少ないことが

健常有歯顎者の

する角度,および

方向はわずかに近

 した。
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部分床義歯装蒼

心レストの各条

方向は,義歯無し

 遠心方鶴への傾斜が緩和された。

1結論1開発した

可能となった。

 能蒔の支台歯荷重の動態の一端を閣らかにした。

審査結果要旨

眠瞬などの機能

り詳細に理解す

る。また部分床義

表台歯が負担す

来から数多くの

り,生体内での実

 どの鋼約もあったため,これまで行われていない。

本硯究は,根管処

重センサを応矯

に部分床義歯装著

の設計によるも

態を持つ外冠が

校正装置を用い

 ている。

生体内測定は被

にセンサ崩力を座

荷重は,咬みしめ

化することを見い

支台歯荷重の動

スト,近心レスト

 れら所見は國内外で初めての報告である。

一方,論文中にも

的状況下での測定

傾斜移動を考慮

まで未知であっ

 しい業績であると判断した。
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